
１．事業説明シート（１）

事業名 事業箇所 地区名 事業主体 山 梨 県

H11年度 ５年

(5)事業着手時点の課題・背景 (8)事業位置図等

(6)事業着手時点で想定した整備目標・効果

（事前評価未実施）

(7)整備内容（目標達成の方法）

平成２8年度公共事業事後評価調書

□主要目標
 ・農業生産力の向上

□副次目標
 ・集落間・小規模拠点施設へのアクセス向上
 ・農業用排水能力の向上

□副次効果
 ・果樹園景観の保全
 ・農地の保全

農道　　　（７路線）　L=4,084 m
　幹線道路（1路線）    L=1,505m    W=7.0m
　支線道路（６路線）　L=２,579ｍ
　　　　　　　　　　　（L=1,286mW=4.0mL=1,293mW=5.0m）
排水路　　（３路線）   L=343 m

(3)完了後経過年数 1，554百万円

寺尾

　本地区は、甲府盆地の南麓に広がる曽根丘陵地の東端に位置し、南東か
ら北西方面に傾斜した丘陵地帯である。集落は県道鶯宿上曽根線沿いにま
とまって形成しており、主産業である農業は、古くから水稲、畑作、養蚕
が営まれてきたが、養蚕の衰退とともにぶどう、もも、すももを中心とし
た果樹への転換が進んできている。
　しかし、高齢化が進む地域の農業にとって、営農労力の節減、生産性の
向上を図るための農道、農業用排水路の改良などの生産基盤の整備が喫緊
の課題となっていた。
   このため、本事業により農道、排水路を整備し、高品質化、省力化を図
る目的で事業を実施した。

畑地帯総合整備事業（国補） 笛吹市境川町　

(2)事業期間(1)事業着手年度  H11年度～H23年度 (4)総事業費

（区分）国補・県単　　
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2．評価シート（１）

(1)事業貢献度 (2)費用対効果分析の算定基礎となった要因等の変化    〈 有 ・ 無 〉

(理由)

着手時点の計画 事後評価時点の実績
1,554百万円 1,554百万円
Ｈ11～Ｈ16 Ｈ11～Ｈ2３

費用 1,525百万円 1,486百万円

① 主要目標　農業生産力の向上 便益 1,534百万円 1,679百万円

指標 評価時点数値 Ｂ/Ｃ 1.01 1.13

面積当たり農業所得増加額 825千円/ha ※平成１６年度再評価地区
□評価時点の数値に対する評価 　総事業費1，554百万円、工期Ｈ11～Ｈ２０に見直し
・農業所得の増加額が、評価基準値351千円を上回っている。
　（果樹の品種転換等により、農業所得が増額となった。）

（要因変化の分析）
② 副次目標　集落間・小規模拠点施設へのアクセス向上 ・総事業費　：変更なし。

　　　　　農業用用排水能力の向上 ・工　　期　：用地取得の遅延により工期の延長。
指標    着手時点数値等 評価時点数値

0% 100%  ※1
施設老朽度(残耐用年数) 0年 25年 　※2

1.00 2.15　 ※3 ① 自然環境への影響
□評価時点の数値に対する評価

② 生活・居住環境等への影響

③ 環境保全対策の効果の発現状況（措置を講じた場合）
 　・用排水能力向上率が基準値1.00以上を満たしている。

③ 副次効果

項　　目 ① 社会経済状況の変化

果樹園景観の保全 ・なし

農地の保全 ② 関連計画・関連事業の状況の変化
・なし

③ 事業環境等の変化
・なし

 〈　良　・　不良　〉

項 目
総事業費

工 期

経済効率性

　・営農条件が改善されたことで、耕作放棄地の発生が未然に防止されたこと
　　から、地域の良好な農村景観が保たれている。

　・特に無し

(4)社会経済情勢の変化が事業に及ぼした影響

653千円/ha　

　　農道、排水路が整備されたことにより、農作物の品質向上や運搬
　時間が短縮され農業経営の改善が図られた。

着手時点数値等

全幅員4.0m以上道路延長率
(3)事業実施による環境の変化

　④その他の事業効果の発現状況
 ・農道整備により通作条件が改善され、農家の営農意欲が高まった。

用排水能力向上率

 　・事業の完成により4.1kmが幅員４ｍ以上に改良され、幅員4ｍ以上道路
　　 延長率が100%となった。

 　　※2　施設老朽度　＝　施設の耐用年数(30年)　－　完成時からの経過年数(5年)

排水機能が改善されたことにより、水路の溢水
による表土の流出が無くなり農地が保全されて
いる。

 　　※1　対象路線の全幅員4.0m以上道路延長率
　　　　＝　対象路線の全幅員4.0m以上の道路延長(4.1km)／対象路線の全体延長(4.1km)

果樹栽培が維持されることにより、良好な果樹
景観が維持されている。

内　　　　　容

 　・施設整備により耐用年数が向上しており、老朽度は改善されている。

 　　※3　用排水能力向上率 ＝ 計画用排水能力(0.69m3/s) ／ 既存用排水能力(0.32m3/s)

２ 



評価シート（２）

（理由） （理由）
・なし

（具体的反映策）
・なし

□｢有｣の場合の実施時期及び方法
・時期：      年度
・方法：

（理由）
・なし （具体的反映策）

・なし

（具体的改善策）

（既に実施した改善策の内容と効果）
・なし

・なし

(9)その他特筆すべき事項 〈　有　・　無　〉

(5)今後の事後評価の必要性  〈　有　・　無　〉 (7)同種事業の計画・調査のあり方の見直しの必要性   　〈　有　・　無　〉

(8)事業評価手法の見直しの必要性 〈　有　・　無　〉

（理由）
(6)本事業における改善措置の必要性  〈　有　・　無　〉

・  幹線農道をはじめとした農道の整備により、地区の受益地と広域
　農道や国道へのアクセスが改善され、通作や出荷条件が向上した。
　  また、排水路整備により排水改良がなされて、農地の表土流出等
　の被害が防止されるとともに、維持管理労力も大幅に軽減された。
　　さらに、地区で生産された農産物が近隣の農産物直売所で販売さ
   れ、訪れる方々で賑わいを見せるなど、多くの効果が発現されてい
　るため、今後の事後評価は必要ないと思われる。

３ 



施設老朽度 ＝ 施設の耐用年数(30年) － 完成時からの経過年数(5年)
用排水能

３．添付資料シート（１）

(4)社会経済情

風土記の丘

曽根丘陵公園

支線道路第1号

幹線道路第1号

山梨県立

考古博物館

畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 寺尾 地 区 計 画 一 般 平 面 図

排水路第1号

支線道路第2号

排水路第2号

支線道路第5号

支線道路第6号

排水路第3号

支線道路第３号

支線道路第4号

至 甲府南ＩＣ

４



添付資料シート(2)

排水路の整備により、農地の表土流出等

の被害が解消されている。

幹線道路

国道、広域農道とのアク

セスが改善され、輸送・

通作条件の改善が図られ

ている。

もも、すももなどの果樹の系統出荷に加え、地区で栽培さ

れた農産物が直売所で販売され、訪れる方々で賑わいを見

せている。

排水路 直売所による販売

5 


